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ー 6. 省エネルギー性能に関する実験結果  ー

図1　実験住宅断面図
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1.はじめに
　既報1） では、実験住宅の概要と冬季の実測結果から
室内温熱環境形成状況や水蓄放熱床の蓄放熱性能に
ついて報告した。本報では、エアコンにより室温を制
御した場合の室内温熱環境形成状況とエアコン電力
消費量について検討した結果を報告する。
2 . 実験概要
　実験は太陽熱集熱とエアコンの組み合わせで、表 1
に示す 2 つのモードで行った。太陽熱集熱は集熱空気
温度が 3 0 ℃以上の場合作動するように設定し、エアコ
ンは室温が 2 0 ℃以下になる場合に作動するように設定
した。温度やエアコン電力消費量は 1 0 分間隔で記録
した。
3 . 実験結果
3 . 1 温熱環境の形成状況とエアコン電力消費量
 図 2 に、エアコンのみのモード 1 における代表日の各
部温度変動状況とエアコン電力消費量を示す。エアコ
ンは終日作動しており、居間室温は 2 0 ℃付近で変動し
ている。水蓄熱体温度は室温より 2℃低い 1 8 ℃程度で
推移し、変動幅が少なく蓄熱体としてあまり機能して
いない。図 3 に 2 7 日の居間の上下温度分布を示す。全
体的に上下温度差が生じており、最大 2 ℃程度の差と
なっている。

表 1  実験モード表

図 2　各部温度変動状況とエアコン電力消費量( m o d e 1 )

図 3　上下温度分布(mo d e 1 )

図 4 　各部温度変動状況とエアコン電力消費量( m o d e 2 )

図 5　上下温度分布(mo d e 2 )

　図 4 に、太陽熱集熱とエアコンを併用したモード 2
における代表日の各部温度変動状況とエアコン電力消
費量を示す。朝 1 0 時ごろに集熱を開始するとエアコ
ン電力消費量は減り、1 2 時以降は太陽熱のみで十分な
熱量が得られている。また、水蓄熱体温度は太陽熱に
より 2 ℃程度上昇している。室温は太陽熱集熱により
最高 2 3℃程度で、エアコンのみのモード 1 に比べて良
好な温熱環境になっている。また，図 5 に，6 日の居
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図 6 　日平均外気温と日積算電力消費量による比較検討

図 7 　m o d e 1 における外気温とエアコン電力消費量の関係

図 8 　概算によるエアコン電力消費量の削減効果
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図 9 　水蓄放熱床による太陽熱暖房量の夜間移行率

間の上下温度分布を示す。日中は太陽熱集熱により空
気温度が床表面温度より高くなるが、夜間においては
床表面温度が室温より高く、上下温度差も少ないなど
床暖房特有の温熱環境が形成されている。
　図 6 に、モード 1 とモード 2 における日平均外気温
と日積算エアコン電力消費量の関係を示す。両モード
とも日平均外気温が高くなればなるほど電力消費量が
少なくなるが、晴れた日で外気温が高くなるにつれ両
者の電力消費量の差が大きくなる。本実験住宅におい
ては日平均外気温が 1 0 ℃になると日積算電力消費量が
ほぼゼロになる結果となった。
3 . 2 暖房用電力消費量の削減効果
　図 7 に、エアコンのみモードにおける 1 時間ごとの
平均外気温と積算電力消費量の関係を示す。外気温が
高くなるにつれ両者のばらつきが大きくなるが、決定
係数は 0 . 9 0 と高く、誤差はあるものの得られた相関
式から、室温を 2 0 ℃に設定した場合の実験住宅におけ
るエアコン電力消費量を概算することが可能であると
思われる。
　そこで、図 7 の関係式を用いてモード 2 の外気温で
概算した電力消費量と実験結果を用いてエアコン電力
消費量の削減率を計算したのが図 8 である。削減率は
日射と水蓄放熱床の蓄熱効果の影響などからばらつき
が生じるが最大で 93. 0 %、最低でも 17. 5 % であり、実
験期間中の平均削減率は 6 2 . 3 % と高く、本システムに
よるエネルギー削減効果が明らかになった。また、連
続して曇った日で太陽熱集熱が行われなかった 1 1 日
と 1 2 日にも電力消費量が削減される結果となり、本
システムによって太陽熱は当日だけではなく、後日に
も持ち越されて有効に作用することが分かった。
3 . 3 水蓄放熱床による太陽熱の夜間移行率
　図 9 に、水蓄放熱床による太陽熱暖房量の夜間移行
率を示す。夜間移行率は日中の太陽熱暖房量の中で水
蓄放熱床により夜間に移行された熱量の割合である。
本実験住宅では、晴れた日において太陽熱暖房量の約
1 7 % が水蓄放熱床によって夜間に移行されて作用する
結果となった。なお、4 日と 8 日と 1 0 日は夜間の積算
放熱量が日中の積算蓄熱量より大きい日であり、夜間
移行率を正確に反映してない。
4 . おわりに
　本報では、エアコンにより室温を制御した場合の室
内温熱環境形成状況とエアコン電力消費量について
検討を行った。以下に主な知見を示す。
①エアコンのみのモードに比べて、太陽熱集熱を併用
したモードではより良好な温熱環境が形成される。日
中には太陽熱集熱により室温が 5 ℃程度上昇し、夜間
は水蓄放熱床の蓄熱効果から床表面温度が室温より高
く、上下温度差も少ないなど床暖房特有の温熱環境が
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形成される。②本システムにより暖房エネルギー消費
量が本実験では平均 6 2 . 3 % 削減され、大幅な省エネル
ギー効果がある。③水蓄放熱床による太陽熱暖房量の
夜間移行率は、本実験では 1 7 % 程度となった。
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